
福岡県の近世窯業関係遺跡

福岡県文化財調査報告書　第 284 集

2024

福岡県教育委員会





序

安土桃山時代末期、文禄・慶長の役に伴い、朝鮮半島から九州に渡来した多くの陶工たちによって、

九州各地で国焼が興りました。この陶工たちによる新たな焼物技術の導入は、我が国の陶磁器の歴史に

も大きな影響を与えました。

現在の福岡県域においては、筑前では黒田氏が高取焼を、豊前では細川氏が上野焼を興します。これ

らの窯は江戸時代初頭の茶人大名である小堀遠州が指導した遠州七窯としても有名です。筑後では、江

戸時代初頭に田中氏の下で蒲池焼が興り、その後、久留米藩・柳河藩の下で、藩窯のみでなく、様々な

民窯で焼物が焼かれました。

明治時代の廃藩置県により、多くの藩窯は廃窯に追い込まれますが、民窯として継続する窯もありま

した。特に小石原焼は、大正時代に柳宗悦、バーナード・リーチらによる民藝運動で高く称賛されたこ

とで有名です。

福岡県教育委員会では、江戸時代以降に焼物が焼かれた場所を、近世窯業関係遺跡として捉え、現状

を把握するために、令和２年度から緊急分布調査を開始し、４年にわたる調査を終えて、ここに報告書

を刊行する運びとなりました。

焼物は現在の私たちの生活に欠かせない日用品であり、我が国における茶の湯文化の発展に大きく寄

与してきました。その焼物を生産した窯跡について、今後、文化財として保存・活用していくなど、適

切な保護の推進を図っていくことで、本県の特色ある焼物の歴史を後世に残していくことができます。

近世窯業関係遺跡の調査や報告書の作成において、地元自治体を始め多くの方々に御支援・御助力い

ただきましたことに対し、厚く御礼申し上げます。

　　　令和６年３月３１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福岡県教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　吉 田　法 稔



例　言

１．本書は、令和２～５年度に国庫補助を受けて福岡県教育委員会が実施した福岡県内の窯業関係遺跡

に関する調査報告書である。

２．調査にあたっては福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会を設置し、その指導のもとに現地調査や

資料作成等を行った。

３．本書における「窯業関係遺跡」は、焼物＝窯業に関わる構造物や痕跡並びにそれらが埋蔵されてい

る場所を指している。主として近世を対象とするが、近代に続き操業された窯で遺跡となっているも

のも含めた。

４．本書においては、窯跡等が近世の江戸時代を中心とすることもあり、原則として内容について言

及する際には旧国や藩ごとに示した。現在の福岡県域は明治 9 年（1876）8 月 21 日に確立したが、

江戸期には、筑前に福岡藩・秋月藩のほか対馬府中藩領、中津藩領、幕府御料があり、筑後には久留

米藩・柳河藩や下手渡藩（三池藩）、豊前には小倉藩・小倉新田藩・豊津藩・中津藩の一部などがあった。

５．調査は、当該地区の市町村の協力のもとに実施した。また掲載した出土遺物は九州歴史資料館及び

各市町村に保管されており、遺物実測図に所蔵先を明記した。

６．Ⅲ -2 の重点調査の報告に使用した地図は、国土地理院発行 1/25,000 地形図を編集・加工したも

のである。

７．本調査・報告に係る参考文献は、巻末にまとめて掲載した。

８．本書に掲載した発掘調査の遺構写真・遺構実測図は、参考文献に掲げる報告書等から再録したもの

である。ただし、上畑窯跡実測図は新たに岡垣町教育委員会から提供を受けた。現況写真は、明示し

たもの以外は事務局で撮影したものである。

９．本書は、Ⅰ・Ⅱは伊﨑俊秋・岸本圭・坂本真一、Ⅲは岸本、坂本、遠藤啓介が執筆した。Ⅳの１・

２は坂本、３は酒井芳司、４は岸本、V は坂本が担当し、編集は坂本が行った。
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Ⅰ　はじめに
１.　調査に至る経過

埋蔵文化財の保護にあたっては、その把握と周知が重要であり、このことは文化財保護法第 95 条に

規定されている。埋蔵文化財は土地に埋蔵されているという性格上、把握にあたっては試掘・確認調査

等の成果を反映させ、より精度を高めていく必要がある。福岡県教育委員会では、これまで昭和 51 ～

55 年度（1976 ～ 1980）に『福岡県遺跡等分布地図』16 冊を刊行し、県内の埋蔵文化財包蔵地の周

知化を行った。それ以降、各自治体が主体となり、更なる分布調査や試掘・確認調査の積み重ねにより、

埋蔵文化財包蔵地地図の精度を高めてきた。

埋蔵文化財として扱うべき遺跡の範囲については国による考え方が示されている。文化庁に設置され

た「埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会」（平成６年（1994）10 月設置）は、

平成 10 年（1998）6 月に「埋蔵文化財の把握から開発事前の発掘調査に至るまでの取扱いについて」

の報告を行った。これは文化庁記念物課（現文化財第二課）埋蔵文化財部門が所管するもので、この中で、

埋蔵文化財として扱うべき遺跡の範囲は「全国に共通する原則としては、当面、次のとおりとするのが

適切と考えられる」とした。

①おおむね中世までに属する遺跡は、原則として対象とすること。

②近世に属する遺跡については、地域において必要なものを対象とすることができること。

③近現代の遺跡については、地域において特に重要なものを対象とすることができること。

この報告は同年 9 月 29 日付で「埋蔵文化財の保護と発掘調査の円滑化等について」として各都道府

県教育委員会教育長宛てに通知・周知された。この「平成 10 年通知」をもって、条件付きながら近世

の遺跡は「地域において必要なものを対象とすることができること」となり、さらには近現代の遺跡に

ついても調査対象とすることができるようになった。また、埋蔵文化財保護対策等九州地区協議会でも、

「九州地区埋蔵文化財発掘調査基準」を定め、埋蔵文化財として扱うべき遺跡の範囲については文化庁

の考えと軌を一にしている。

そして、文化庁記念物課が監修した『発掘調査のてびき―集落遺跡発掘編―』（2010 年 5 月）において、

「埋蔵文化財は、‥‥文字や記録のない先史時代はもとより、古代や中・近世さらには近・現代においても、

文献史料だけからでは知ることのできない歴史や文化を明らかにする手がかりとなるものである」（p2）

とされた。さらには同書第Ⅲ章第１節「2 埋蔵文化財包蔵地の範囲」において、「近世以降の遺跡の扱い」

は「各地方公共団体では、今日的な観点から、埋蔵文化財として扱う範囲について再検討し、適切な保

護措置をとることが求められる」(p51) としている。

埋蔵文化財の周知化は、各自治体の取組を主体とする一方、「地域において必要なもの」や「地域に

おいて特に重要なもの」という視点は、市町村域を越え、県内を俯瞰した評価が必要となる。そこで福

岡県教育委員会では、遺跡の性格に応じた県内遺跡の詳細分布調査を進めてきた。平成 24 ～ 28 年度

（2012 ～ 2016）『福岡県の中近世城館跡』（Ⅰ）～（Ⅳ）、平成 29 ～令和元年度（2017 ～ 2019）『福

岡県の戦争遺跡』の調査及び報告書の刊行がこれに該当する。

近世窯業関係遺跡については、昭和 30 年（1955）に福智町釜ノ口窯跡、昭和 54 年（1979）直方市内ヶ

磯窯跡を始めとし、早い段階から発掘調査が行われており、地域において必要なものとして扱われてき

た。特に、北九州市菜園場窯跡、東峰村釜床１号窯跡、一本杉２号窯跡は発掘調査の結果、重要な価値
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が見出され、県指定史跡（菜園場窯跡は移設保存したため県指定有形文化財（考古資料））として保護

されている。福岡県内には近世初期から現在まで高取焼、上野焼を始めとした窯が操業しているが、そ

の全容を把握するまでには至っていなかったため『福岡県の近世窯業関係遺跡』として調査することと

した。当初は令和２年度（2020）から４年度（2022）の３ヵ年事業としたが、新型コロナウイルス感

染症感染拡大による緊急事態宣言発出等により現地調査や委員会開催ができず、調査期間を令和５年度

（2023）まで延長することとした。

２.　調査の経過
a．福岡県近世窯業関係遺跡調査基本方針

まず、窯業遺跡を調査するにあたり、その基本方針を定め、福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会

に諮った上で、その方針に則って実施していくこととした。基本方針は次のとおり定めた。

福岡県近世窯業関係遺跡調査基本方針

１　必要性と目的

福岡県内では、高取焼、上野焼を始め、近世以降多くの陶磁器が生産されている。また、近年では、

小石原焼が重要無形文化財に指定され、技術の保持者として福島善三氏が認定されるなど、県内の窯業

に対する関心が高まっている。

現在、このような窯業を始めとした、近世以降の生産遺跡は、各自治体にとって重要と考えられるも

ののみが記録保存調査の対象となっている。これらの遺跡は、県内における位置付けが十分になされて

いないものが多いことから、歴史上又は学術上重要なものがあるにもかかわらず、近年の開発により把

握されないままに消滅したものもあると考えられる。

このため、福岡県教育委員会において、県内の近世以降の窯業関係の生産遺跡について悉皆調査を行

い、現状の把握及び評価を行うことで、適切な保護の推進に資するものとする。また、それらの調査を

通し、地域の歴史を掘り起こすことで、新たな地域の魅力の創出にも繋がると考えられる。

２　対象・範囲

調査の対象は、江戸時代に営まれた陶磁器等の窯跡とする。その他、陶磁器に関連する生産関連遺跡

（陶土・粘土等の原料採掘遺跡、工房跡など）も対象とする。

３　組織・体制

(1) 調査は、文化財保護課と九州歴史資料館が連携して実施する。文化財保護課は事務手続と事業の統

括を、九州歴史資料館は調査をそれぞれ主たる任務とする。

(2) 調査の対象、方針やスケジュール、遺跡の評価に関して、学識経験者から指導・助言を受けるため「福

岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会設置要項」を定める。

４　スケジュール

令和２年度：既存情報の把握、整理

令和３年度：一次調査（悉皆調査：基礎的な情報収集と整理）

二次調査（重点調査：重要遺跡の詳細調査）

令和４年度：二次調査（重点調査：継続調査）
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令和５年度：二次調査（重点調査：補足調査）

調査内容に基づく成果報告書の作成

５　調査結果の取扱い

・調査の成果は調査報告書として刊行し、県内の文化財関係機関や図書館に送付して幅広く閲覧に供す  

  る。

・地域にとって必要なものについては、文化財保護法第 95 条に基づき、「埋蔵文化財包蔵地」に決定し

  て保護の対象とし、周知の徹底を図る。

・重要な遺跡については、国、県又は市町村による史跡指定や登録による保護を推進する。

b．第一次調査（悉皆調査）と調査指導委員会

令和２年度は事務局で協議を行い、「福岡県近世窯業関係遺跡調査基本方針」を定め、九州歴史資料

館において、諸文献等を参照して基礎となる一覧表を作成した。この一覧表は、県内に所在する近世～

近代（明治時代）の窯跡について書籍・県・市町村誌類や関係論文から情報を収集し、遺跡・関係遺構

などを取り上げたものである。その内訳は、各旧国における陶磁器窯跡地名表（調査表１）に、筑前

50 件余、筑後 30 件余、豊前 20 件余を掲載した。窯業関係施設等の地名表（調査表２）は、参考事例

として５件程載せたのみであった。それに参考文献一覧表を加えた。

この調査表１・２について、令和２年９月 24 日付２教文第 1639 号で「近世窯業関係遺跡に係る既

存情報の整理について」の文書を県内 60 の自治体に送付し、11 月末を締切として加除修正を依頼した。

各窯跡については、県内を筑前・筑後・豊前の旧国名毎に分け、筑前 50 件、筑後 31 件、豊前 22 件の

合計 103 件を確認した。また近世窯業関係遺跡に関わる、陶土の採取地や陶磁生産の作業場所、販売・

管理をする施設、神社・記念碑・墓地などを対象とした関係遺跡としては、筑前 16 件、筑後５件、豊

前４件の合計 25 件を確認した。

その成果をもとに、令和３年１月 19 日に第１回の福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会（以下、

委員会という）を開催する運びとなったが、新型コロナウイルス感染症感染拡大による非常事態宣言が

発せられたこともあり、オンラインによる会議開催となった。委員長に大橋康二委員を選出し、福岡県

近世窯業関係遺跡調査基本方針のもと調査を進めていくことやスケジュール等についての説明を行い、

意見をいただいた。

令和３年度第２回委員会は東峰村で開催し、釜床１号（県指定）・２号窯跡、一本杉１号・２号（県指定）

窯跡を視察した。委員会では新型コロナウイルス感染症感染拡大による緊急事態宣言発出により、重点

調査が遅れているため、スケジュールを１年延長（令和５年度まで）することと重点調査のリスト内容

第３回近世窯業関係遺跡調査指導委員会 第５回近世窯業関係遺跡調査指導委員会
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c．第二次調査（重点調査）

第一次調査を基に、福岡という地域の特質を示す遺跡と遺構の残りが極めて良く、保存して価値を

伝えるのに適した遺跡という２つの選定基準に基づき、特に重点的に調査をしなければならない場所を

24 件選定した。その内訳は高取焼関係９件、上野焼関係３件、地域窯として筑前４件、筑後５件、豊

前４件である。すでに発掘調査で遺跡の内容が明らかな遺跡については、重点調査から除外している。

重点調査では、遺跡の位置の特定・現状の把握・写真撮影等の記録の作成を行い、調査に当たっては

原則として当該市町村の文化財担当者とともに現地確認を行った。重点調査は、第２回委員会時に調査

候補リストを上げるために、４月の東峰村の小石原焼関係から着手した。まず県指定史跡である小石原

窯跡群の釜床１号窯跡と一本杉２号窯跡の現況の確認と窯跡に関連する天照太神宮から始めた。同年８

月には、上野焼のある福智町の皿山本窯跡、釜ノ口窯跡、岩屋高麗窯跡の現況確認を行った。同年 12

月には東峰村で第２回委員会を開催し、そこで調査候補リスト 25 件について、委員会で了承を得て、

１月には朝倉市浄満寺窯跡、野鳥窯跡、２月には香春町田香焼窯跡の調査を行った。令和４年度はさら

に重点調査を進め、特に筑後地域で筑後市 2 件、八女市５件、みやま市１件、豊前地域でみやこ町２件、

上毛町１件の調査を行った。これら地方窯以外にも小石原焼関連で東峰村７件も調査を行った。令和５

年度は報告書を作成する過程で、委員会時に指摘された瓦窯の調査として東峰村の奥畑瓦窯跡、嘉麻市

から新たに情報提供のあった野口窯跡と事務局で必要と判断した福岡市の野間焼窯跡と関連遺構、大牟

田市の黒崎焼窯跡、須恵町の役所畑新窯跡と昨年度確認できなかったみやこ町の乙子焼窯跡を追加調査

した。

d．調査経過一覧

令和 3 ～５年度の 3 年間の調査経過について、前述したことも含めて列記する。

について了承を得た。また陶片だけではなく、窯道具の実態を調べる必要について、意見をいただいた。

令和４年度は委員会を２回開催した。第３回委員会は福智町で開催し、直方市永満寺宅間窯跡、福智

町皿山本窯跡、釜ノ口窯跡、岩屋高麗窯跡を視察した。委員会では現地調査で位置が特定できない窯跡

については、古地図等を確認するように指摘を受けた。また窯跡の時期については、文献等の記録と異

なる場合があるので確認が必要との指摘を受けた。第４回委員会はみやま市で開催し、筑後市赤坂焼窯

跡、みやま市二川焼窯跡を視察した。委員会ではできるだけ現地の窯の有無を確認するよう指摘を受け、

令和５年度刊行の調査成果報告書についても指摘を受けた。

令和５年度は第５回委員会を須恵町で開催し、須恵町立歴史民俗資料館及び須恵町立美術センター久

我記念館所蔵の須恵焼資料を実見した。委員会では報告書の内容について協議した。

委員会一覧
名　称 日　時 場　所

第１回　福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会 令和３（2021）年１月 19 日 福岡県庁４階会議室（オンライン）
第２回　福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会 令和３（2021）年 12 月３日 東峰村小石原庁舎第１会議室
第３回　福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会 令和４（2022）年５月 17 日 福智町中央公民館２階研修室
第４回　福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会 令和４（2022）年 12 月 27 日 みやま市まいピア高田第１会議室
第５回　福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会 令和５（2023）年 11 月 10 日 須恵町アザレアホール会議室
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令和３年度
日時 市町村名 調　査　地 備　考

4 月 13 日 朝倉郡東峰村 釜床１号窯跡　天照太神宮　小石原伝統産業館 窯跡と関連遺跡の確認
小石原焼の展示視察

4 月 23 日 朝倉郡東峰村 一本杉窯跡　十文字窯跡 十文字窯跡のみ窯跡未確認
8 月 5 日 田川郡福智町 釜ノ口窯跡　皿山本窯跡　岩屋高麗窯跡 岩屋高麗窯跡のみ窯跡未確認

12 月 3 日 朝倉郡東峰村 釜床１号窯跡　天照太神宮　一本杉窯跡
陶神（石碑）など

第２回委員会時の視察

1 月 28 日 朝倉市 浄満寺窯跡　野鳥窯跡 野鳥窯跡のみ窯跡未確認だが、遺
物は採集

2 月 25 日 田川郡香春町 田香焼窯跡　陶工の墓　香春町歴史資料館 窯跡と関連遺跡の確認

令和４年度
日時 市町村名 調　査　地 備　考

4 月 8 日 筑後市 赤坂焼窯跡　赤坂神社　坂東寺焼窯跡 坂東寺焼窯跡のみ未確認だが、石
碑を確認

4 月 22 日 朝倉郡東峰村 釜床２号窯跡　中野上の原窯跡
火口谷１号窯跡

釜床２号窯跡の場所と高取八山夫
妻の墓を確認

4 月 27 日 八女市 星野十籠焼窯跡　鹿子生焼窯跡　池の本焼窯跡 星野十籠窯跡の場所と鹿子生焼窯
跡の消滅を確認
池の本焼窯跡のみ未確認

5 月 17 日 田川郡福智町 釜ノ口窯跡　皿山本窯跡　永満寺宅間窯跡
岩屋高麗窯跡

第３回委員会時の視察

5 月 27 日 朝倉郡東峰村 池の谷窯跡　大明神窯跡
旧上組・旧下組窯跡

大明神窯跡と旧上組・旧下組窯跡
は未確認

6 月 9 日 京都郡みやこ町 乙子焼窯跡　錦原皿山窯跡 窯跡未確認

6 月 15 日 八女市 本星野焼窯跡　釈形焼窯跡
（再調査）池の本焼窯跡 窯跡の確認

7 月 1 日 朝倉郡東峰村 （再調査）大明神窯跡　旧上組・旧下組窯跡 大明神窯跡のみ未確認
12 月 4 日 みやま市 二川焼窯跡［富重窯・角窯］ 窯跡の確認

12 月 14 日 嘉麻市 黒田窯跡 窯跡の確認
12 月 27 日 みやま市 二川焼窯跡［富重窯・角窯］ 第４回委員会時の視察
2 月 14 日 朝倉郡東峰村 金敷様裏窯跡 ３号窯跡のみ確認し、１・２号窯

跡は未確認
2 月 20 日 築上郡上毛町 唐原焼窯跡 窯跡の確認
3 月 17 日 みやま市 （再調査）二川焼窯跡［角窯］ 窯跡の確認

令和５年度
日時 市町村名 調　査　地 備　考

4 月 12 日 朝倉郡東峰村 奥畑瓦窯跡 窯跡の確認
4 月 21 日 嘉麻市 黒田窯跡　野口窯跡 野口窯跡のみ窯跡未確認だが、遺

物は採集
5 月 2 日 福岡市

糟屋郡須恵町
野間焼窯跡　山王神社　陶工の墓
役所畑新窯跡

窯跡と関連遺跡の確認

6 月 14 日 京都郡みやこ町 乙子焼窯跡　 窯跡の確認
8 月 17 日 大牟田市 黒崎焼窯跡 窯跡の確認

11 月 10 日 糟屋郡須恵町 須恵焼窯跡［福岡藩御用窯跡］　
役所畑新窯跡 第５回委員会時の視察

11 月 29 日 八女市 男ノ子焼窯跡 窯跡の確認
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３.　調査の組織
福岡県窯業関係遺跡調査指導委員会では委員を３人に委嘱した。また、４か年の窯業遺跡に関する調

査において、市町村の文化財担当者のみならず、関係諸機関、土地所有者など実に多くの方々に御協力・

御支援をいただいた。関係者を含めて下記に列記し、深く感謝いたします。

○福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委員会

委員長：大橋康二（佐賀県立九州陶磁文化館名誉顧問）

委　員：辻田淳一郎（九州大学大学院人文科学研究院准教授）

宮地英敏（九州大学附属図書館記録資料館准教授）

〔事務局〕

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

[ 福岡県教育委員会 ]

教育長 城戸秀明 吉田法稔 吉田法稔 吉田法稔

副教育長 木原　茂 寺崎雅巳 上田哲子 上田哲子

教育監 寺崎雅巳 合屋伸一 深瀬信也 山本博康

教育総務部長 上田哲子 上田哲子 松永一雄 松永一雄

文化財保護課長 綾部耕士 明永好弘 明永好弘 比山裕隆

同　参事   田上　稔

同　参事兼課長技術補佐 田上　稔 田上　稔  杉原敏之

同　課長技術補佐   杉原敏之（企画埋蔵文化財係長兼務） 

同　企画・埋蔵文化財係長 杉原敏之 杉原敏之  大庭孝夫

同　企画・埋蔵文化財係 宮地聡一郎 宮地聡一郎 大庭孝夫 岡田　諭

 大庭孝夫 大庭孝夫 城門義廣 城門義廣

 城門義廣 城門義廣 出見優人 出見優人

[ 九州歴史資料館 ]

館長 吉田法稔 城戸秀明 城戸秀明 城戸秀明

副館長 安永千里 安永千里 吉村靖徳（埋文室長兼務） 吉村靖徳

学芸調査室学芸研究班  酒井芳司 酒井芳司 酒井芳司

  遠藤啓介 遠藤啓介 遠藤啓介

文化財調査室長 吉村靖徳

埋蔵文化財調査室長  吉村靖徳  吉田東明

文化財調査室室長補佐 伊﨑俊秋

　同　文化財調査班長 森井啓次 森井啓次 森井啓次 進村真之

　同　文化財調査班  小川泰樹 小川泰樹 岸本　圭

 坂本真一 坂本真一 坂本真一 坂本真一
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現地調査その他でお世話になった方々（敬称略：順不同）

中島圭（朝倉市教育委員会）、嶋田光一（飯塚市教育委員会）、大津諒太（うきは市教育委員会）、中村渉・

宮本博喜・前﨑智行（大牟田市）、朝原泰介（岡垣町教育委員会）、尾方禎莉・舌間悟（嘉麻市教育委員会）、

野村憲一・是石嵩伸（香春町教育委員会）、福永将大（九州大学総合研究博物館）、水原道範・小澤太郎

（久留米市）、矢野和昭（上毛町教育委員会）、山下啓之（須恵町教育委員会）、日高正幸（元東峰村教育

委員会）、内野嗣昭（東峰村教育委員会）、太田富隆、高取焼宗家、高取八仙、柳瀬眞一、田村悟（直方

市教育委員会）、佐々木四十臣・佐藤好英（福岡県文化財保護指導委員）田上勇一郎（福岡市）、井上勇

也・小池史哲（福智町教育委員会）、木村達美・中尾克則（みやこ町教育委員会）、猿渡真弓・瓜生建（み

やま市教育委員会）、角弘惠、伊﨑俊秋（八女市岩戸山歴史文化交流館）、壇佳克・江頭俊介（八女市教

育委員会）、谷川雅啓、平岡邦幸

Ⅱ　福岡県の近世窯業遺跡に関する調査
１．福岡県の近世窯業の概要

福岡県は明治 9 年 (1876) に筑前国・筑後国・豊前国 6 郡をもって成立した。この三国には、それぞ

れ藩によって経営された、あるいは藩への献上品を焼いた窯がある。筑前福岡藩の高取焼、豊前小倉藩

の上野焼、筑後久留米藩の坂東寺焼等、筑後柳河藩の蒲池焼が該当する。以下に旧国単位で近世窯業を

概観する。

日本の近世窯業の発端は、文禄・慶長の役によってもたらされた陶工の技術にある。本県では筑前の

高取焼と豊前の上野焼がそれに該当し、文献上で高取焼が八山、上野焼が尊楷の手によるものとされる。

高取焼については、永満寺宅間窯に始まり、内ヶ磯窯で本格的な操業が行われる。八山が帰国を願い出

たことにより、藩主から蟄居を命ぜられ山田窯に移るが、その後、許しを得て白旗山窯で生産を行う。

後に、窯を小石原鼓の釜床窯に移し、更には現在の福岡市へ移し大鋸谷窯、東皿山窯で幕末の廃藩置県

まで操業を続ける。これら高取焼は陶器を焼くものであったが、白旗山窯では試験的に磁器焼成がなさ

れている。なお、永満寺宅間窯に近い黎明期のものとして上畑窯・千石窯が挙げられるが、操業期間は

短期間の可能性が高い。

筑前秋月藩では 18 世紀以降に城下の浄満寺窯・野鳥窯で陶器生産が行われた。

筑前の民窯としては、高取家の中から小石原地区で主に日用品を焼く系譜が成立し、この延長に現在

の小石原焼がある。一番古く位置付けられるのが一本杉窯であり、その後、中野上の原窯、火口谷窯、

金敷様裏窯へと続く。大分県日田市の小鹿田焼もまた 18 世紀初頭に小石原から技術が伝えられたもの

である。中野上の原窯では肥前陶工を招き、磁器生産に着手するが、材料の問題で生産は続かなかった。

その後の筑前における磁器生産は、須恵焼窯で宝暦年間に本格的な窯が築かれ、以後藩窯と民窯を繰り

返し変遷しながら、かなりの生産量を誇ったとみられる。

筑前の福岡地区にも 18 世紀以降に高取焼の流れを汲む西皿山窯のほか、能古焼や野間焼等の民窯が

営まれた。また、遠賀川上流域の嘉穂地域にも黒田焼等の民窯が複数営まれた。

豊前上野焼が本格的に焼かれた最初の窯は釜ノ口窯である。開窯年代は明らかでないが、細川氏が小

倉城に入城した慶長８年（1603）以降とされる。釜ノ口窯は細川氏の肥後転封により閉窯したとされ、

その後は皿山本窯に移り、小笠原氏の下、幕末の廃藩置県までの長期に渡り操業された。小倉藩のお楽
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しみ窯として小倉城下に菜園場窯が営まれた。上野焼の陶工は田香焼等の多くの民窯に移った記録が残

されている。

豊前豊津地域にも乙子焼窯・錦原皿山窯等がみられるが、藩の奨励策に基づくものと考えられる。

筑後国では田中吉政が入国後、蒲池焼を開かせたと伝えられる。元和 6 年（1620）の田中家改易後、

柳河藩は立花宗茂が復帰、久留米藩には有馬豊氏が転封される。久留米藩は坂東寺焼を開窯した。久留

米藩のお楽しみ窯としては、柳原焼と東野亭焼がある。18 世紀前半には朝妻窯で磁器が本格的に焼か

れるようになった。19 世紀になると陶器生産は赤坂焼が中心となったようである。

筑後の特色として、茶の生産との関係で茶壺が多く焼かれた点が挙げられる。寛永９年（1632）や

正保４年（1647）の記録に「黒木の焼き物」とあり、釈形焼の可能性がある。矢部川を境として北は

久留米藩、南は柳河藩に分かれるが、八女地域の山中では本星野焼・星野焼・男ノ子焼等、茶の貯蔵器

を中心に陶器生産が継続された。

また筑後地域では、肥前陶工により始められた二川焼、磁器・陶器の両者を焼いた一の瀬焼・黒崎焼

等、民窯も多く営まれた。

県内の近世窯業は廃藩置県により藩の支援が失われた段階で、廃窯に追い込まれたものが多い。しか

し、休止期間をおかず再興された地区も少なくない。特に大正～昭和期に展開した柳宗悦らによる民藝

運動によって小石原焼や二川焼が注目されるようになり、多くの人々の関心を得ることとなったことは

有名である。小石原焼と上野焼は、前者は昭和 50 年（1975）、後者は昭和 58 年（1983）に経済産業

大臣による伝統的工芸品の指定を受け、福岡県を代表する焼物と位置付けられている。

２．福岡県の近世陶磁の把握
福岡県内の焼物や窯跡についてどのように把握されていたか、数多くある文献の中で『陶器講座』所

収「日本諸国窯一覧」・『原色陶器大辞典』・『福岡県百科事典』及び『近世窯業遺跡データ集成』の４件

について見ると、かなり多くの事例のあることがわかる。なかには麁原を鹿原と間違えているものや、

誤植・誤認のいずれとも不明の焼物名・窯名も見られ、現時点で確認できないものも幾つかある。しか

しながら、今回の悉皆調査の調査表は、これらを参考にして作成した（市町村名は当時のまま記載）。

「日本諸国窯一覧」（『陶器講座』第 7 巻）（横河民輔；1935 年 12 月：雄山閣）

筑前：石崎焼（筑前）、内ヶ磯窯（筑前内ヶ磯）、糟尾焼（筑前）、小石原焼（筑前小石原）、鹿原焼（筑

前鹿原）、白旗山焼（筑前合屋）、須恵焼（筑前須恵）、宗七焼（筑前博多）、高取焼（筑前高取）、

中野焼（筑前）、西皿山焼（筑前西新町）、野間焼（筑前野間）、博多瓦町窯（筑前博多）、東山窯

（筑前）

筑後：赤石焼（筑後）、朝妻焼（筑後朝妻）、蔵敷焼（筑後）、久留米焼（筑後）、二川焼（筑後渡瀬）、

星野焼（筑後久留米）、水田焼（筑後）、柳川焼（筑後柳川）、柳原焼（筑後久留米）

豊前：上野焼（豊前上野）、鳩軒焼（豊前）、常山焼（豊前）、太郎助焼（豊前）、田香焼（豊前）、水町焼（豊前）

『原色陶器大辞典』（加藤藤九郎編；1972 年 10 月：淡交社）

筑前：内ヶ磯窯・永満寺窯（直方市）、折尾窯（北九州市）、小石原焼［中野焼］・鼓村窯（小石原村）、

鷺谷焼・麁原窯・宗七焼［博多焼］・茶屋の山窯・西新町窯・西皿山窯・残島高取・野間焼・博

多人形・東皿山・（福岡市）、白旗山窯（飯塚市）、須恵焼（須恵町）、高取焼、遠州高取、遠州七
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窯、古高取、高取腰簔、高取大海、高取松風・高取耳付、高取面茶碗、博多文琳、五十嵐次左衛門・

新九郎・高取善十郎・八蔵［八山］（高取焼陶工）、岡平蔵（博多人形陶工）、新藤安平（須恵焼）

筑後：青木窯・朝妻焼・久留米焼・十三部焼・野中窯・日渡窯・柳原焼（久留米市）、赤坂窯・野町窯・ 

坂東寺焼・水田窯（筑後市）、朝田窯（浮羽町）、今村窯・長岡窯［鹿子生焼］・釈形焼（黒木町）、 

蒲池焼 [ 柳川焼 ]（柳川市）、黒崎焼（大牟田市）、姥ヶ懐窯・二川焼（高田町）、星野焼（星野村）、

家長彦三郎（柳川焼陶工）、中尾米吉（二川焼陶工）

豊前：上野焼（赤池町）、香春窯（香春町）、（鳩軒）、小倉焼・水町焼（北九州市）、太郎介焼・田香焼（大

任町）、豊前焼、上野喜蔵・十時甫快・十時甫紹・十時孫左衛門・渡久左衛門（上野焼陶工）

上記のほかに、小林賢一郎・黒田政憲、牟田久次・立花実山（南方録）といった福岡県の出身者もし

くは所縁のある人などもみられる。

『福岡県百科事典』（1982 年 11 月：西日本新聞社）

筑前：内ヶ磯窯跡（直方市）、小石原焼（朝倉郡小石原村）、須恵焼（糟屋郡須恵町）、千石焼（鞍手郡宮田町）、

宗七焼（福岡市博多区）、高取焼、津屋崎人形（宗像郡津屋崎町）、博多人形（福岡市博多）、野間焼（福

岡市南区）。なお、高取焼についてはその解説の中で上畑窯跡（遠賀郡岡垣町）、永満寺宅間窯跡（直方市）、

内ヶ磯窯跡（直方市）、山田窯跡（山田市）、白旗山窯跡（飯塚市）、小石原鼓窯跡・小石原中野窯跡（朝

倉郡小石原村）、大鋸谷窯跡（早良郡田嶋村）、麁原窯跡（早良郡麁原村）に触れられている。

筑後：赤坂人形（筑後市）、赤坂焼（筑後市赤坂）、朝田焼（浮羽郡浮羽町）、朝妻焼（久留米市）、一ノ

瀬焼（浮羽郡浮羽町）、蒲池焼（柳川市）、坂東寺焼（筑後市）、二川焼（三池郡高田町）、星野焼 

（八女郡星野村）、水田焼（筑後市）、柳原焼（久留米市）

豊前：上野焼（田川郡赤池町）、豊前焼

これ以外にも、上野喜蔵や高取八蔵・小島与一・中ノ子タミなどの個人及び窯道具・陶土・登窯といっ

た用語についても取り上げられている。

『近世窯業遺跡データ集成』[ 福岡県 ]（1997 年 3 月：国立歴史民俗博物館研究報告 第 73 集）

（福岡県の地名表は副島邦弘が作成）

筑前：能古窯・西皿山窯・東皿山窯・今川高取窯・大鋸谷窯・宗七窯・野間窯・友泉亭窯（福岡市）、

須恵窯（須恵町）、上畑窯（岡垣町）、犬鳴窯・朝谷窯（若宮町）、千石窯（宮田町）、白旗山窯

（飯塚市）、内ヶ磯窯・永満寺宅間窯（直方市）、山田窯（山田市）、浄満寺窯・野鳥窯（甘木市）、

小石原中野窯・鼓窯（小石原村）

筑後：柳原窯・朝妻窯・東野亭窯（久留米市）、田川窯（三潴町）、坂東寺窯・赤坂（三原）窯・水田窯・

野町窯（筑後市）、蒲池（柳河）窯（柳川市）、男ノ子窯（立花町）、黒崎窯（大牟田市）、二川窯

（高田町）、今村窯・鹿子生窯・釈形窯（黒木町）、星野（十籠）窯（星野村）、朝田（一の瀬）窯

（浮羽町）

豊前：菜園場窯（北九州市）、釜ノ口窯・皿山本窯（赤池町）、岩谷高麗窯（方城町）、田香窯（香春町）、

田香窯（大任町）

なお、『角川日本地名大辞典　40 福岡県』（1988 年 3 月：角川書店）には、皿山の地名として福岡市

南区があり、ほかに皿山公園（須恵町）・皿山町（北九州市小倉北区）が示され、また各地の地域産業
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として次のようなことが掲載されている。

筑前：福岡市早良区の「御国焼と高取焼」に大鋸谷・麁原東皿山窯・西皿山窯

直方市の「芸能と文化」の項に高取焼の窯跡

小石原村の「小石原焼の生産」

須恵町の「皿山焼」

筑後：筑後市の「水田焼・坂東寺焼・赤坂焼」

星野村の「茶・金山・星野焼」

豊前：赤池町の「細川氏と上野焼」

　　　大任町の「田香焼」

３．福岡県の埋蔵文化財と近世窯業遺跡の調査
a．埋蔵文化財の把握

福岡県では、昭和 51 ～ 55 年度（1976 年４月～ 1981 年 3 月）に『福岡県遺跡等分布地図』16 冊

を刊行した。それは北九州市・福岡市の両政令市を除く地域について、当時の福岡県教育庁の 16 か所

の教育出張所の管轄範囲ごとに取りまとめたものであり、この時にリストアップされた遺跡数は、一

部に天然記念物や社寺等を含む 17,169 か所であった。

遺跡の把握は埋蔵文化財の保護の基本であり、各地方自治体の根幹である市町村が主体となって、

その後も鋭意遺跡の把握に努めており、当然のことながら遺跡数は増加傾向にある。これらの遺跡数は、

その大半が中世までの遺跡であり、近世、近代の遺跡は少ないものの、最近は少しずつ増加している。

現時点で福岡県の近世、近代の窯業関係遺跡として遺跡地図に掲載されている箇所（周知の埋蔵文

化財包蔵地）は下記のとおりである。

筑前
市町村名 窯跡名 包蔵地名及び番号
直方市 永満寺宅間窯跡 県番号 050117「高取焼窯跡（宅間窯）」　市番号 94「永満寺宅間窯跡」

直方市 内ヶ磯窯跡 県番号 050118「高取焼窯跡（内ヶ磯窯跡）」　市番号 55「内ヶ磯窯跡」

遠賀郡岡垣町 上畑窯跡 県番号 390163「上畑窯跡」　町番号 390163「上畑窯跡」

宮若市 千石窯跡 県番号 410348「千石窯跡」

宮若市 犬鳴窯跡 県番号 440255「犬鳴窯跡」

飯塚市 白旗山窯跡 県番号 070335「高取焼白旗窯跡」
市番号 414「白旗山窯跡」丘陵先端に３基

飯塚市 高取八山墓跡 市番号 431「高取八山墓跡」［消滅］

嘉麻市 山田窯跡 県番号 090013「古高取山田窯跡」　市番号 2078「古高取山田窯跡」
※昭和 10（1935）年に一部、発掘。現在、ボタ山の下に埋没

嘉麻市 猪之鼻窯跡 市番号 2076「猪之鼻窯跡」

嘉麻市 大庭夫婦の墓 県番号 090014「大庭源太夫、夫婦の墓」
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嘉麻市 黒田窯跡 市番号 2036

嘉麻市 野口窯跡 市番号 2169

糟屋郡須恵町 福岡藩磁器御用窯跡 町番号 290154

糟屋郡須恵町 役所畑新窯跡 町番号 290161

朝倉郡東峰村 皿山古窯跡 県番号 550015「皿山古窯跡」

朝倉郡東峰村 奥畑瓦古窯跡 県番号 550015「皿山古窯跡」    村番号 15「奥畑瓦古窯跡」

朝倉郡東峰村 一本杉古窯跡 1 号県番号 550061　村番号 44
2 号県番号 550062　村番号 45

朝倉郡東峰村 十文字古窯跡 県番号 550058　村番号 46

朝倉郡東峰村 金敷様裏古窯跡 １号県番号 550058　村番号 54　２号県番号 550059　村番号 55
３号県番号 550060　村番号 56

朝倉郡東峰村 旧下組古窯跡 県番号 550055　村番号 59〔昭和 32 年頃まで操業した共同窯〕

朝倉郡東峰村 大明神古窯跡 県番号 550056  村番号 68〔19 世紀代と推定される窯〕

朝倉郡東峰村 池ノ谷古窯跡 村番号 72

朝倉郡東峰村 旧上組古窯跡 県番号 550057　村番号 73

朝倉郡東峰村 火口谷古窯跡 1 号県番号 550053　村番号 77
2 号県番号 550054　村番号 78

朝倉郡東峰村 中野上の原古窯跡 県番号 550052　村番号 80

朝倉郡東峰村 釜床古窯跡 1 号県番号 550050　村番号 95　
2 号県番号 550051　村番号 96

朝倉郡東峰村 採土場跡 村番号 42 ※陶土を採掘時に出た石などを円墳状に盛ったもので 8 か所
ほどある

朝倉郡東峰村 陶神 村番号76※祭日は10月10日。自然石で高さ133㎝、幅60㎝、厚さ46㎝。
小石原工芸館跡地にあり

朝倉郡東峰村 火の神様 村番号 84〔石祠に祀られる〕

福岡市 今川高取窯跡 市番号 2146　解除

筑後
市町村名 窯跡名 包蔵地名及び番号
久留米市 朝妻焼窯跡 県番号 030253「朝妻焼窯跡」

うきは市 一ノ瀬焼窯跡 県番号 620024「一ノ瀬焼古窯跡」　市番号 076   
「隈上・朝田原遺跡群」の中に「一ノ瀬窯跡」あり

八女市 男ノ子焼窯跡 県番号 720146「男ノ子焼窯跡」

柳川市 蒲池焼窯跡 県番号 080082「蒲池焼窯跡」

みやま市 姥ヶ懐窯跡 県番号 800001「姥ヶ懐窯跡」　市番号 0172 「姥ヶ懐窯跡」
※窯は現存せず

みやま市 二川焼窯跡 県番号 800005 ～ 800008「二川焼窯跡」
市番号 0148 ①～④「二川焼窯跡」〔①②は消滅、③④は現存〕

大牟田市 黒崎焼窯跡 市番号 452「黒崎窯跡」
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b．埋蔵文化財としての近世窯跡の調査

近世の窯跡等の遺跡として、これまでに埋蔵文化財としての調査対象となった事例は下記のとおりで

ある。なお、明治・大正・昭和 20 年までの戦前期のみならず、文化財保護法が施行された昭和 25 年

以降においても資料採集などの目的で個人的に調査された事例や発掘は無数にあったと思われるが、そ

れらに関しては十分な把握はできていない。

筑前
窯跡名 所在地 調査期間 調査主体

内ヶ磯窯跡 直方市 〈第 1 次〉1979 年 9 月 17 日～ 12 月 6 日
〈第 2 次〉1980 年 9 月 10 日～ 11 月 20 日
〈第 3 次〉1981 年 5 月 19 日～ 6 月 23 日
〈第 4 次〉1995 年 8 月 24 日～ 10 月 30 日
〈第 5 次〉1997 年 2 月～ 3 月 31 日
〈第 6 次〉1997 年 5 月 6 日～ 10 月 18 日
〈第 7 次〉1998 年 5 月 12 日～ 1999 年 3 月 19 日
〈第 8 次〉1999 年 6 月 18 日～ 2000 年 3 月 13 日

直方市教育委員会

福岡県教育委員会

永満寺宅間窯跡 直方市 1982 年 11 月 15 日～ 12 月 11 日 直方市教育委員会

犬鳴窯跡 宮若市 〔1 号窯〕〈第 1 次〉1986 年 9 月 30 日～ 11 月 15 日
　　　　 〈第 2 次〉1987 年 4 月 14 日～ 5 月 19 日

〔2 号窯〕1987 年 5 月～ 7 月

福岡県教育委員会

中野上の原窯跡 朝倉郡東峰村 〈第 1 次〉1987 年 6 月 15 日～ 7 月 18 日
〈第 2 次〉1989 年 9 月 22 日～ 12 月 12 日

小石原村教育委員会

白旗山窯跡 飯塚市 〔1 号窯〕1987 年 8 月 1 日～ 9 月 2 日
1990 年 1 月 10 日～ 3 月 22 日

〔2 号窯〕1988 年 8 月 1 日～ 9 月 9 日
1990 年 1 月 10 日～ 3 月 22 日

〔3 号窯〕1988 年 8 月 1 日～ 9 月 9 日

飯塚市教育委員会

火口谷窯跡 朝倉郡東峰村 〔1 号窯〕〈試掘〉1988 年 9 月 5 日～ 10 月 1 日
　　　　 〈第 1 次〉1993 年 8 月 2 日～ 12 月 21 日

〔2 号窯〕 1995 年 9 月 20 日～ 11 月 30 日

小石原村教育委員会

能古焼窯跡 福岡市西区 1988 年 10 月 24 日～ 12 月 2 日 九州大学

豊前
市町村名 窯跡名 包蔵地名及び番号

田川郡福智町 上野皿山窯跡 県番号 890014「上野皿山窯跡」

田川郡福智町 釜ノ口窯跡 県番号 890015「釜の口窯跡」

田川郡福智町 岩屋高麗窯跡 県番号 840002「岩屋高麗窯跡」

田川郡香春町 田香焼窯跡 町番号 225「田香焼窯跡」

京都郡みやこ町 乙子焼窯跡 町番号 910226「乙子焼窯跡」

京都郡みやこ町 錦原皿山窯跡 県番号追加 920140「石走り南遺跡」　町番号 920112「石走り南遺跡」
※帝釈天山麓に所在。近世の操業免許の記録あり。遺物出土

北九州市 菜園場窯跡
〔愛宕遺跡〕

市番号 2023「愛宕遺跡」
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４．近世窯業遺跡の史跡指定等
a．福岡県内の事例

福岡県においてこれまでに、近世の窯跡等の遺跡として史跡等に指定されている事例は次のとおりで

ある。

（福岡県）市町村指定史跡
窯跡名 所在地 指定日

唐原焼窯跡 築上郡上毛町 昭和 49 年（1974）11 月 25 日

田香焼窯跡 田川郡大任町 昭和 51 年（1976）10 月 1 日

永満寺宅間窯跡 直方市 昭和 63 年（1988）3 月 15 日

能古焼古窯跡 福岡市 平成２年（1990） 3 月 29 日

福岡県指定史跡
窯　跡　名 所在地 指定日

福岡藩磁器御用窯跡 糟屋郡須恵町 昭和 55 年（1980）3 月 1 日
小石原窯跡群

釜床１号窯跡
一本杉２号窯跡

朝倉郡東峰村 平成 8 年（1996）5 月 31 日

釜床１号窯跡 朝倉郡東峰村 〈試掘〉1990 年 12 月 14 日～ 1991 年 2 月 2 日
〈第 1 次〉1991 年 9 月 1 日～ 10 月 14 日

小石原村教育委員会

金敷様裏３号窯跡 朝倉郡東峰村 1992 年 10 月 20 日～ 11 月 27 日 小石原村教育委員会

一本杉窯跡 朝倉郡東峰村 ［1 号窯］1992 年 10 月 20 日～ 11 月 27 日
［2 号窯］1994 年 9 月 6 日～ 12 月 19 日

小石原村教育委員会

上畑窯跡 遠賀郡岡垣町 1994 年 1 月 8 日～ 2 月 5 日 岡垣町教育委員会

千石窯跡 宮若市 1994 年 11 月 24 日～ 12 月 28 日 宮田町教育委員会

西皿山窯跡 福岡市早良区 2005 年 2 月 17 日～ 2005 年 5 月 17 日 福岡市教育委員会

須恵焼窯
［福岡藩磁器御用

窯跡］

糟屋郡須恵町 〈第 1 次〉2006 年 12 月 1 日～ 2007 年 3 月 30 日
〈第 2 次〉2007 年 12 月 4 日～ 2008 年 3 月 31 日
〈第 3 次〉2008 年 4 月 22 日～ 2009 年 3 月 31 日
〈第 4 次〉2009 年 7 月 1 日～ 2010 年 3 月 31 日

須恵町教育委員会

筑後
窯跡名      所在地 調査期間 調査主体

朝妻焼窯跡 久留米市 〈第 1 次〉1992 年 1 月下旬～ 3 月
〈第 2 次〉2015 年 2 月 12 日～ 3 月 31 日

久留米市教育委員会

東野亭焼窯 久留米市 1998 年 10 月 14 日～ 12 月 28 日 久留米市教育委員会

豊前
窯跡名 所在地 調査期間 調査主体

釜ノ口窯跡 田川郡福智町 1955 年 5 月 6 日～ 5 月 15 日 日本陶磁協会

菜園場窯跡 北九州市小倉北区 1982 年 12 月 9 日～ 1983 年 9 月 30 日 北九州市教育文化事
業団



― 14 ―

b．全国の事例

文化庁国指定文化財等データベースに拠ると、安土桃山時代末期から江戸時代に及ぶ窯跡等の国指定

史跡の事例は次のとおりである。

窯跡名 所在地 指定日
肥前陶器窯跡 佐賀県唐津市・武雄市・多久市 昭和 15 年（1940）2 月 10 日 /

追加 平成 17 年（2005）7 月 14 日

備前陶器窯跡
伊部南大窯跡
伊部西大窯跡
伊部北大窯跡
医王山窯跡

岡山県備前市 昭和 34 年（1959）5 月 13 日 /
追加 平成 21 年（2009）2 月 12 日

元屋敷陶器窯跡 岐阜県土岐市 昭和 42 年（1967）12 月 11 日

瀬戸窯跡
小長曽陶器窯跡
瓶子陶器窯跡

愛知県瀬戸市 昭和 46 年（1971）7 月 13 日 /
追加 平成 27 年（2015）10 月 7 日

九谷磁器窯跡 石川県加賀市 昭和 54 年（1979）10 月 23 日 /
追加 平成 17 年（2005）3 月 2 日 /
追加 平成 18 年（2006）7 月 28 日

肥前磁器窯跡
天狗谷窯跡
山辺田窯跡
原明窯跡
百閒窯跡
泉山磁石場跡
不動山窯跡

佐賀県西松浦郡有田町
武雄市・嬉野市

昭和 55 年（1980）3 月 24 日 /
追加 昭和 56 年（1981）2 月 25 日

柿右衛門窯跡 佐賀県西松浦郡有田町 平成元年（1989）9 月 22 日

肥前波佐見陶磁器窯跡 長崎県東彼杵郡波佐見町 平成 12 年（2000）9 月 6 日

大川内鍋島窯跡 佐賀県伊万里市 平成 15 年（2003）9 月 16 日

福岡県指定有形文化財（考古資料）
窯跡名 所在地 指定日

菜園場窯跡  附 出土遺物 北九州市 昭和 62 年（1987）５月 9 日
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５．皿山の地名
福岡県においては焼物が作られていた所を皿山と称する事例が多数存在する。

皿山の地名については、 「『皿山』という言い方は肥前有田系統の窯で使われる」（須恵町 2003・大橋

2010）とされている。福岡県内（筑前・筑後・豊前）の皿山地名が全て肥前の影響下に生じたものか

否かは俄かに判断できないが、窯や焼物がある所の多くが、下記に示すように皿山と称されていたこと

は間違いないといえる。

江戸期の事例として、明和 4 年（1767）11 月の『近国焼物大概帳』には「筑前領焼物山三ヶ所」として、

須恵皿山・西町皿山・山口皿山が示されているという（須恵町 2003）。

また、寛政 8 年（1796）9 月の『近国焼物山大概書上帳』（肥後天草の庄屋・上田家に伝わる文書）で、

「柳川領皿山之分」として黒崎皿山・星野皿山、「筑前領皿山之分」として須恵皿山・西町皿山、「豊前

領皿山之分」として天野皿山・藤原皿山・添田皿山・今藤皿山・漆尾皿山・清水皿山・小石原皿山が挙

げられている。なお、豊前の天野は上野、藤原は道（堂）原［どうばる］、今藤の今任とともに田香焼、

漆尾は漆生で、上黒田の漆生を指すか。漆生と小石原は筑前だが、豊前の項に記されている。

【福岡県の皿山地名】

現時点で以下の場所が把握される。

所在地 窯名
福岡市南区皿山 1 ～ 4 丁目 野間焼窯

福岡市早良区西新５丁目　 東皿山窯

福岡市早良区高取 1 ～ 2 丁目　西皿山 西皿山窯

糟屋郡須恵町上須恵　皿山 須恵焼窯

朝倉郡東峰村大字小石原字中野　皿山 小石原焼

宮若市大字宮田　千石皿山（宮田町 1995） 千石窯

宮若市山口　皿山（若宮町誌 2005） 浅ヶ谷窯

宮若市犬鳴　皿山（若宮町誌 2005） 犬鳴窯

飯塚市野間の高宮西側の小谷の通称（中山 1915.6） 白旗山窯

久留米市合川町隈山　皿山（水原 1992） 朝妻焼窯

久留米市城南町十三部　皿山 柳原焼窯？

八女郡広川町大字広川　皿山　（佐々木 2006） 川瀬焼窯

八女市萩尾字池ノ窪　皿山　（佐々木 2006） 釈形焼窯？

八女市黒木町鹿子生谷　皿山　（浅野 1935） 鹿子生焼窯

大牟田市岬　黒崎皿山 黒崎焼窯

北九州市小倉北区皿山町 小倉清水焼窯？

北九州市小倉北区木町皿山 高保窯
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田川郡福智町上野　皿山 上野焼

田川郡大任町今任原　皿山 今任田香焼窯

田川郡香春町高野　→　昔、皿山と言っていた 高野田香焼窯

築上郡上毛町上唐原　皿山 唐原焼窯

嘉麻市上黒田　漆生皿山 黒田窯

嘉麻市上山田　皿山 猪之鼻窯跡

田川郡添田町　添田皿山 不明

京都郡みやこ町豊津　錦原皿山 錦原皿山窯

※その他に、「甕焼山」「巣焼平」などの地名がある。

　「甕焼山」は釈形焼窯跡の原料の白土を採集した山を指す。また、「甕焼殿」の墓などもある。

　「巣焼平」については、八女市星野村の地名にあり、「巣焼」は「素焼」の転化した地名である。

　男ノ子焼窯跡の推定地では「窯所」、周辺には「甕（瓶）焼・亀（窯）床・白岩・砥石場・崩竈（く

　えがま）・二竈（ふたかま）」などの小字名がある。
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Ⅲ　福岡県近世窯業関係遺跡調査
１.　第一次調査（悉皆調査）

まず事務局において、県内の近世窯業遺跡に関する基礎的な情報を集めるために、p8 に先に記した

文献以外にも巻末に掲載した参考文献より調査表を作成した。

調査表１は名称、読み、市町村名、所在地、現況（調査表記載時の現在の状況を記載する。例：現地

保存、荒地・宅地・畑地など）、旧藩名（福岡藩・秋月藩・久留米藩・柳河藩・三池藩・小倉藩・豊津藩・

中津藩など）、経営（藩によるものを藩窯、それ以外を民窯）、調査歴（発掘調査などが行われた年月日）、

焼物名、製品（窯跡の出土遺物や表採遺物の器種名）、窯の状況（調査時や表面観察による窯本体の状況）、

規模・傾斜角度（窯の計測値）、推定年代（出土遺物等による窯のおおよその操業年代）、備考（窯の特

色や史料等による時代背景、窯に関する事柄等を記載する）、参考文献の 15 項目に設定した。地域は筑前、

筑後、豊前の旧国に大別し、対象時代は江戸時代～明治４年（1871）の廃藩置県までを基本とするが、

広く情報を集めるために昭和 20 年頃まで広げた。そのため、近世窯跡の表の後に、参考として明治時

代～昭和時代にかけての窯業関係情報を記載している。

調査表２では、近世窯業遺跡に関わるもので、遺構などが現存又は地域の伝承により、現在もその場

所が特定できるものを対象とした。以下、５つの種別について情報を収集した。
１　陶土の採取地・磁石場など原料の採集地や集積地
２　陶磁生産に関わる作業場所や砕石場・水碓小屋など、陶磁生産に関わる施設等
３　問屋跡・代官所・番所などの陶磁生産・販売・製陶管理などに係る施設
４　古陶磁生産に関連する神社・記念碑・墓地（墓碑）など
５　その他、上記以外の陶磁生産に関連する遺構・施設など

さらに表には、名称、読み、所在地、現況、種別、推定年代、備考の７項目に分け、ここでも調査表

１と同様に旧国の３地域ごとに掲載した。

作成した調査表１と２は、県内 60 市町村に令和２年９月 24 日付「近世窯業関係遺跡に係る既存情

報の整理について」で照会し、令和２年 11 月 30 日付を締切として各物件の情報の確認を依頼した。

照会で得られた情報を反映させ、令和３年１月 19 日開催の第 1 回福岡県近世窯業関係遺跡調査指導委

員会では「福岡県近世窯業関係遺跡調査表１( 窯跡 )、調査表２（関係遺構）」として、窯跡 103 件、関

連遺跡 25 件を掲示した。

その後、報告書刊行に向けて最後の内容確認及び追補訂正について、令和５年 9 月 13 日付で各市町

村へ再度照会を行い、各物件の情報の確認をお願いした。それらの情報を事務局で再整理し、窯跡 106

件、関係遺跡で 56 件を把握した。

２.　第二次調査（重点調査）
第二次調査（重点調査）にあたり、(1) 福岡という地域の特質を示す遺跡、(2) 遺構の残りが極めて良

く保存して価値を伝えるのに適した遺跡という二つの基準の下、調査指導委員会に諮り、対象とすべき

窯跡 25 件を設定した。設定する上で、基本的に調査報告書が刊行されたものや所在不明なものについ

ては除外した。調査では遺跡の位置の特定と現状の把握を行い、写真撮影等の記録作成を行った。

福岡県を代表する焼き物の窯跡として、高取焼の釜床１号窯跡、上野焼の釜ノ口窯跡、皿山本窯跡、

岩屋高麗窯跡を調査した。
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１ 永満寺宅間窯

２ 内ヶ磯窯

４ 山田窯

５ 猪之鼻窯

６ 黒田窯

７ 野口窯

８ 白旗山窯

10 上畑窯

11 千石窯

12 浅ヶ谷窯

13 犬鳴窯

15 勝野峰畑窯

16 能古焼窯

17 大鋸谷窯

22 東皿山窯

23 西皿山窯

26 今川高取窯

29 須恵焼窯

30 役所畑新窯

31 宇美障子岳窯

32 中野上の原窯

33 火口谷窯

34 大明神窯

35 旧下組窯

36 旧上組窯

37 池の谷窯

１ 一の瀬窯

２ 柳原焼窯

３ 朝妻焼窯

４ 東野亭焼窯

９ 田川焼窯

10 川瀬焼窯

11 坂東寺焼窯

12 赤坂焼窯

13 水田焼窯

14 野町焼窯

15 本星野焼窯

16 星野十籠焼窯

17 田の原焼窯

38 金敷様裏窯

39 一本杉窯

40 十文字窯

41　奥畑瓦窯

42 釜床窯

43 鎌研窯

44 雷山窯

46 三並ヒエデ窯

47 浄満寺窯

48　野鳥窯

51　津屋崎人形

18 今村焼窯

19 釈形焼窯

20 鹿子生焼窯

21 池の本焼窯

22 男ノ子焼窯

24 蒲池焼窯

25 二川焼窯

26 バカツクラ窯

27 黒崎焼窯

5 10㎞0
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筑前 筑後

豊前　　　　　　　

１ 菜園場窯

４ 釜ノ口窯

６ 皿山本窯

９ 岩屋高麗窯

13 田香焼窯（高野）

14 田香焼窯（今任）

15 乙子焼窯

16 錦原皿山窯

18 唐原焼窯

筑 前

筑 後

豊 前

次に旧三国での地方窯として、筑前では小石原焼関連で一本杉窯跡、大明神窯跡、池の谷窯跡、金敷

様裏窯跡、十文字窯跡、野間焼関連で福岡市南区にある野間焼窯跡、焼物名は不明であるが嘉麻市にあ

る黒田窯跡を調査した。

筑後では釈形焼窯跡、鹿子生焼窯跡、池の本焼窯跡、文献史料に詳細に記述のあった筑後市の赤坂焼

窯跡、みやま市の二川焼窯跡、焼物名は不明であるが朝倉市にある浄満寺窯跡、野鳥窯跡も対象とした。

なお、重点調査時に新たな情報を得た八女市本星野焼窯跡、星野十籠焼窯跡も追加調査した。

豊前では、調査報告書に遺物のみ掲載されたみやこ町乙子焼窯跡と上毛町の唐原焼窯跡、香春町教育

委員会から情報のあった香春町田香焼窯跡を対象とした。

また、調査指導委員会において陶器・磁器窯跡以外の窯跡を調査対象とする必要があるとの指摘を受

け、筑前で東峰村奥畑瓦窯跡、豊前でみやこ町の錦原皿山窯跡の瓦窯跡も追加した。

なお、報告書作成途中で嘉麻市野口窯跡、大牟田市黒崎焼窯跡、八女市男ノ子焼窯跡についての新し

い情報を得たので、追加調査として令和５年度に調査を行った。最終的には 28 件を調査した。

3.　各遺跡の詳細
第二次調査（重点調査）の対象とした窯跡については、調査表と別に p48 以降に掲載した。各窯跡に

ついては所在地、経営（藩又は民間）、焼物名、年代、現況、備考を列記し、当該窯跡の概要を記載した。

また、位置図（国土地理院発行１/25,000 地形図）、現況の写真、窯跡実測図、今回調査時に採集した

遺物又は市町村所蔵の未報告資料の実測図（１/ ３又は１/ ４）を掲載した。実測図中の「陶」は陶器、「磁」

は磁器であることを指す。それ以外のものは窯道具である。各窯跡の名称の横に付した番号は調査表１

の番号に一致する。

なお、第二次調査（重点調査）の対象以外にも、発掘調査による調査報告書が刊行されている窯跡に

ついて、数頁程に要約し掲載した。

第２回近世窯業関係遺跡調査指導委員会 第３回近世窯業関係遺跡調査指導委員会
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１ 永満寺宅間窯

２ 内ヶ磯窯

４ 山田窯

５ 猪之鼻窯

６ 黒田窯

７ 野口窯

８ 白旗山窯

10 上畑窯

11 千石窯

12 浅ヶ谷窯

13 犬鳴窯

15 勝野峰畑窯

16 能古焼窯

17 大鋸谷窯

22 東皿山窯

23 西皿山窯

26 今川高取窯

29 須恵焼窯

30 役所畑新窯

31 宇美障子岳窯

32 中野上の原窯

33 火口谷窯

34 大明神窯

35 旧下組窯

36 旧上組窯

37 池の谷窯

１ 一の瀬窯

２ 柳原焼窯

３ 朝妻焼窯

４ 東野亭焼窯

９ 田川焼窯

10 川瀬焼窯

11 坂東寺焼窯

12 赤坂焼窯

13 水田焼窯

14 野町焼窯

15 本星野焼窯

16 星野十籠焼窯

17 田の原焼窯

38 金敷様裏窯

39 一本杉窯

40 十文字窯

41　奥畑瓦窯

42 釜床窯

43 鎌研窯

44 雷山窯

46 三並ヒエデ窯

47 浄満寺窯

48　野鳥窯

51　津屋崎人形

18 今村焼窯

19 釈形焼窯

20 鹿子生焼窯

21 池の本焼窯

22 男ノ子焼窯

24 蒲池焼窯

25 二川焼窯

26 バカツクラ窯

27 黒崎焼窯
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表１　福岡県近世窯業関係遺跡調査表　窯跡
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表１　福岡県近世窯業関係遺跡調査表　窯跡
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表２　福岡県近世窯業関係遺跡調査表　関係遺跡
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所在地：直方市大字永満寺

経　営：福岡藩

焼物名：高取焼

年　代：慶長 11 年 (1606) 〜慶長 19 年 (1614)

現　況：山林

備　考：市 94、県 050117 として周知化

『高取歴代記録』には慶長５年 (1600) の黒田長政

入国後、文禄・慶長の役により朝鮮半島から日本へ

渡来した八山により鷹取山の麓で製作をはじめたと

あり、これが永満寺宅間窯とされる。すなわち高取

焼の起源となる窯と評されるが、具体的な開窯年代

には慶長 11 年 (1606) や慶長９年 (1604) 等の諸説

がある。慶長 19 年 (1614) の一国一城令による鷹

取城廃城により閉窯し、内ヶ磯窯に移ったとされる。

窯は鷹取山南麓に位置する。豊前国境に近い地に

あり、豊前上野焼の皿山本窯とはおよそ 750m し

か離れていない。昭和 57 年 (1982) に直方市教育

委員会による発掘調査が行われ、全長 16.6 ｍの焚

口と焼成室６室からなる割竹式登窯が検出された。

小皿や碗、瓶など日常製品が多く、茶陶は発掘調査

資料には含まれない。釉薬は藁灰、土灰、褐釉が多

く、海鼠釉となるものが目立つ。窯道具にはハマと

トチンがある。

筑前 1  　永満寺宅間窯跡

窯跡位置図　『金田』（1/25,000）

窯跡現況（近景）

窯跡（調査時）
直方市教育委員会提供



― 49 ―

永満寺宅間窯跡実測図（１/100）
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所在地：直方市大字頓野

経　営：福岡藩

焼物名：高取焼

年　代：慶長 19 年（1614）〜寛永元年（1624）

現　況：ダム水没

備　考：市 55、県 050118 として周知化

『筑前国続風土記』によると朝鮮出兵により渡来

した八山により慶長 19 年 (1614) に開窯。『高取家

文書』は寛永元年 (1624) に、八山父子の帰国願い

が二代藩主黒田忠之の勘気に触れ、山田村へ蟄居さ

せられたとある。『筑前国続風土記』には寛永７年

(1630) に白旗山に移ったとあることから、その時

期まで続いたとする説もある。

窯跡は鷹取山北麓の比較的狭い谷に位置する。昭

和 54 年 (1979) から 56 年 (1981)、平成 7 年 (1995)

から平成 11 年 (1999) に計８次の発掘調査が行わ

れ、全長 46.5 ｍの焚口と焼成室 14 室からなる階

段状連房式登窯が検出され、前面域を中心に工房跡

もまた検出された。窯の両脇には厚い物原が形成さ

れる。皿や擂鉢など日常製品が多く生産されたが、

茶入・茶碗・水指・向付など多様な茶陶もまた生産

された。藁灰釉、アメ釉を中心に、多種多様な釉薬

が用いられ、掛け分け・イッチン掛け等の技法もみ

られた。

窯本体は調査後に保存措置が講じられた上で、福

智山ダムの湖底に水没している。

筑前２ 　内ヶ磯窯跡

窯跡位置図　『徳力』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）

窯跡遠景（調査時）
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内ヶ磯窯跡実測図（１/150・１/300）
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所在地：嘉麻市上山田

経　営：民窯

焼物名：高取焼

年　代：寛永元年 (1624) 〜寛永 7 年 (1630)

現　況：山林、ボタ山埋没

備　考：市 2078、県 090013 として周知化

高取焼初代八山が、黒田忠之が二代藩主になった

ことを機に帰国を願い出たところ、その怒りに触れ

て蟄居を命じられ、山田に住むことになり（『高取

家文書』）、製陶した窯である。皿・壺・鉢・片口等

の日用雑器を焼いたとされる。

筑前と豊前を分ける低い丘陵が続く地にあり、谷

の奥部に築かれる。現在はボタ山の堆積下にあり窯

跡を確認することはできないが、現地近くには八山

の慰霊碑と調査後の昭和 11 年 (1936) に建立され

た古高取山田窯跡碑が立つ。

昭和 10 年 (1935) に地元有志により発掘調査が

行われ、栃内禮次氏により調査成果がまとめられた。

陶器の皿や碗、瓶等が出土している。側壁と思われ

る高まりが残る状況であったとされるが、発掘調査

当時の聞き取りでは、かつては１尺程度の側壁と幅

２〜３尺程度の焚口が残り、窯床は階段状をなして

いたとされる。

現在知られている出土品は少ないが、一部は根津

美術館に所蔵されている。また近隣にある大庭源太

夫の墓所から出土した碗は山田窯で焼かれた可能性

が高く、嘉麻市指定文化財（工芸品）に指定されて

いる。

筑前４  　山田窯跡

窯跡位置図　『金田』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）

窯跡現況（古高取山田窯跡碑）
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所在地：嘉麻市上山田

経　営：民窯

焼物名：高取焼

年　代：元文年間〜

現　況：山林

備　考：市 2076 として周知化

『筑前国続風土記拾遺』には「猪之鼻に陶工二戸

ありて元文の頃より陶器を製せしも近年絶えたり」

とある。付近の土地は皿山と呼ばれている。

山田川に近い標高約 45m の丘陵裾に位置する。

昭和 42 年 (1967)3 月に山田市教育委員会（現．嘉

麻市教育委員会）により調査がなされ、窯の位置や

規模が判明したとされるが、その具体的な内容は今

回の調査では確認出来なかった。また、大師堂付近

の山林が想定される地点と考えられるが、窯跡を示

す状況は確認出来なかった。

出土品は嘉麻市教育委員会で保管されている。鉢・

すり鉢が最も多く、小皿・碗・土瓶・ひょうそく・

土管が含まれている。屋号の陽刻・陰刻がある小形

の鉢・すり鉢が特徴的である。またトチンやタコハ

マ等の窯道具が出土している。

筑前５ 　猪之鼻窯跡

窯跡位置図　『筑前山田』（1/25,000）

窯跡現況（推定地遠景）
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猪之鼻窯跡出土遺物実測図１（１/ ３・１/ ４）
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猪之鼻窯跡遺物実測図２（１/ ３・１/ ４）

猪之鼻窯跡出土遺物
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嘉麻市教育委員会所蔵
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所在地：嘉麻市上黒田（漆生）

経　営：民窯

焼物名：黒田焼

年　代：江戸時代末期〜明治 20 年 (1887) 頃

現　況：竹林

備　考：市 2036 として周知化

1979 年刊行の『稲築町誌』に江戸時代末期開窯、

明治 20 年 (1887) 頃閉窯の記載があるが、詳細を

追うことはできなかった。

遠賀川に近い標高約 49m の尾根先端部に位置す

る。尾根先端の斜面中段に平坦面があり、窯壁や窯

道具、陶片が散乱する。尾根方向と直交する東西方

向に 0.5 〜 1m 程度の比高差で 3 面が連続して観察

されることから、東側を焚口とする窯本体を想定し

たが、『稲築町誌』では、「上り窯で 9 個あったという」

との記述があり、窯の向きや室数は現状では正確に

判断できないと考える。平坦面は南北（幅）3.3 〜

3.6m、東西（奥行）4.5m 程度の規模を測る。窯本

体推定位置から南に向かった斜面には碗・皿等の陶

器片や窯道具（足付サヤ・トチン）、焼土が多量に

堆積し、物原を形成している。製品には「黒」の刻

印があるとされるが、採集資料では確認できなかっ

た。

筑前６ 　黒田窯跡

 窯跡位置図　『飯塚・大隈』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）

窯跡現況（近景）
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黒田窯跡出土遺物実測図１（１/ ３）
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黒田窯跡遺物実測図２（１/ ３・１/ ４）
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所在地：嘉麻市大隈町

経　営：民窯

焼物名：

年　代：19 世代？

現　況：山林

備　考：市 2169 として周知化

文献等の記録類にあらわれない窯跡。

大隈集落を外れた丘陵斜面に位置し、旧山田市へ

抜ける旧道に近い場所にある。急傾斜地を斜めに登

る幅約 4m の古道があり、標高約 90m の地点にお

いて道に沿って石垣が築かれている。石垣の上面は

狭い平坦面をなしており、南側は急傾斜地となる。

窯道具は、この古道の周辺に散布しており、石垣を

含む造成地に窯を築いていた可能性があるが、現状

で窯の構造は確認できない。散布する量は少量で、

小規模な窯であった可能性がある。散布地の北側斜

面上にも平坦面は見られるが、窯に伴うであろう遺

物の散布はみられなかった。

嘉穂市教育委員会に採集資料がパンケース 1 箱保

管されている。

筑前７ 　野口窯跡

窯跡位置図　『大隈・筑前山田』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）

窯跡現況（近景）
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野口窯跡遺物実測図（１/ ３・１/ ４）

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶

陶
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0 15 cm

0 10 cm

嘉麻市教育委員会所蔵
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所在地：飯塚市中字野間

経　営：福岡藩

焼物名：高取焼

年　代：寛永 7 年 (1630) 〜寛文５年 (1665)

現　況：山林

備　考：市 414、県 070335 として周知化

『高取歴代記録』によると、寛永７年 (1630)、山

田へ蟄居させられていた八山父子の帰参が許され開

窯したとされる。寛文５年 (1665) に上座郡鼓村に

移るまでの間、操業された。その間、八山父子は小

堀遠州のもとへ派遣され、指導を受け、遠州好みの

茶陶を制作した。

窯は白旗山北麓の東斜面に位置する。昭和 62・

63 年 (1987･88)、平成２年 (1990) に発掘調査が

行われ、３基の窯跡が発見された。１号窯は階段状

連房式登窯で、住宅造成のため消滅している部分も

あり焼成室７室を検出したが、本来は 10 室前後と

推定され、25m ほどの全長に復元される。２・３

号窯は 1 号窯の南約 70m に位置し、重複するよう

な形で検出された。２号窯は１室、胴木間、焚口の

み検出され、１号窯と同規模同式の窯と推測される。

1 号窯は物原が失われており、出土遺物は少ない。

多くがサヤ鉢を中心とした窯道具である。製品はす

り鉢等の雑器が多く、茶入・碗等の茶陶もみられる。

2 号窯からもサヤ鉢を中心に窯道具が多く出土して

いる。すり鉢等の雑器の他、茶入・水指等の茶陶が

出土している。また、少数ながら磁器（青磁）片が

出土している点は、本県の磁器生産の開始を考える

上で重要である。

なお、八山は承応３年 (1654) にこの地で没し、

近隣に葬られた。八山夫妻、長男の八郎衛門夫妻、

孫の善七夫妻の墓所は昭和 42 年 (1967) に改葬さ

れたが、その折に出土した 28 点の陶磁器は飯塚市

指定有形文化財となっている。

筑前８  　白旗山窯跡

窯跡位置図　『直方・飯塚』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）

1 号窯跡（調査時）
飯塚市教育委員会提供
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白旗山１号窯跡実測図（1/100）

5m0 
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所在地：遠賀郡岡垣町大字上畑字唐人山

経　営：

焼物名：高取焼

年　代：17 世紀初頭か

現　況：果樹園

備　考：町 390163、県 390163 として周知化

記録類にはあらわれないが、『黒田御用記』にあ

る黒田長政が陶工を芦屋から帰国させるという記

事に関連する可能性がある。この記事は慶長 12 年

(1607) 頃と考えられ、陶片は高取焼の中でも古式

の要素が多く、永満寺宅間窯・千石窯と近い時期に

位置付けられる。

窯跡は城山（標高 369 ｍ）から北東に延びる尾

根が緩斜面となる標高約 100 ｍの地点に位置する。

窯がある土地の字名は唐人山であり、周辺には土取

や灰ヶ谷、火渡といった字名が残る。唐人墓があっ

たとされるが、踏査では確認できなかった。

平成 6 年 (1994) に岡垣町教育委員会により確認

調査が実施され、焼成室１室を検出した。縦長形で

傾斜角約６度を測る。陶器の碗・皿・鉢・小壺が出

土。窯道具にはトチンとハマがある。

筑前 10  　上畑窯跡

窯跡位置図　『筑前東郷』（1/25,000）

窯跡近景

窯跡（調査時）
岡垣町教育委員会提供
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0 2 m

上畑窯跡実測図（1/40）
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0 2 m

所在地：宮若市宮田字唐人町（千石皿山）

経　営：

焼物名：高取焼

年　代：17 世紀初頭か

現　況：消滅

備　考：県 410348 として周知化

記録類にはあらわれないが、上畑窯と同様に『黒

田御用記』にある黒田長政が陶工を芦屋から帰国さ

せるという記事に関連する可能性がある。初期に位

置付けられる窯として注目されてきた。

窯跡は八木山川右岸の標高約 33m の地点で、背

後や周辺に急峻な山塊が点在する狭い谷に位置す

る。

平成 6 年 (1994) に宮田町教育委員会（現．宮若

市教育委員会）により確認調査が実施され、ほぼ

正方形プランの焼成室１室を検出した。陶器の碗・

皿・すり鉢等が出土。窯道具にはトチンとハマがあ

る。陶器の皿はイッチン掛けを多用する点に特徴が

ある。

かつては残存が良いとされたが、周辺の採石が進

み、窯跡は消滅している。

筑前 11  　千石窯跡

窯跡位置図　『直方』（1/25,000）

窯跡遠景



― 66 ―

窯跡（調査時）
宮若市教育委員会提供

千石窯跡実測図（１/60）

2 m0
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所在地：宮若市山口字浅ヶ谷

経　営：民窯

焼物名：

年　代：明和４年 (1767) 〜

現　況：山林・削平

中村伝五郎編『年代記』（桑野家文書　文政８年

（1825））によれば、明和４年 (1767) の条に、鞍手

郡山口村（宮若市若宮大字山口）で百姓惣兵衛が屋

敷内に窯を造り伊万里焼風の焼き物を焼成したとあ

る。

窯跡は「皿山」と呼ばれ、三坂峠に近い標高約

170m の南斜面に位置する。公民館建設により破壊

を受けるが、奥壁の一部が残るとされる。表採遺物

には、染付の皿、徳利などが見える。高台内面に「山」

の文字が書かれた碗が知られる。また、窯道具にト

チン、ハマがある。

須恵焼創始とほぼ同時期であるが、短期間の操業

とみられる。

筑前 12 　浅ヶ谷［朝谷］窯跡

窯跡位置図　『脇田』（1/25,000）

窯跡遠景

窯跡近景
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所在地：宮若市大字犬鳴字皿山

経　営：

焼物名：高取焼

年　代：寛文年間〜貞享年間

現　況：ダム水没

備　考：県 440255 として周知化

貝原益軒『筑前国続風土記』(1710) に犬鳴山に

て陶器を生産するとの記述があり、『犬鳴山古実』

(1729) には「皿山の新四郎」という人物が開窯し

たと記される。

西山山系から発する犬鳴川の渓谷にあり、川を挟

んだ東西に２基築かれた。昭和 61 〜 62 年（1986

〜 87）に犬鳴ダム建設に係り福岡県教育委員会に

より発掘調査が行われた。削平や自然崩壊により全

長は明らかでないが、１号窯は焚口と焼成室８室

＋αからなる割竹式登窯で、残存長 18.5m を測る。

２号窯は焼成室５室＋αからなり、残存長 13 ｍを

測る。いずれも 1660 〜 80 年代の短い期間に、陶

器の碗やすり鉢、甕等の日常製品などを焼いた。窯

道具ではトチン、ハマが見られ、サヤ鉢も少ないな

がら確認された。

筑前 13 　犬鳴窯跡

窯跡位置図　『脇田』（1/25,000）

１号窯跡（調査時）
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犬鳴１号窯跡実測図（１/100）

5m0 
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所在地：福岡市西区能古

経　営：民窯

焼物名：能古焼

年　代：明和年間〜天明年間

現　況：現地保存

『筑前国続風土記附録』に明和の頃から陶器がつ

くられていた旨の記述がある。また、有田の工人・

佐十郎が磁器生産を始めたが、天明７年 (1787) 頃

に逮捕のために役人が赴くとすでに本人は逃亡して

いたという記録が有田の『皿山代官旧記覚書』に記

される。これらの記録から、明和・天明頃（18 世

紀後半）の一時期に操業した期間の短い窯だと推測

できる。

窯は博多湾に浮かぶ能古島の南東の緩斜面に位置

する。昭和 63 年 (1988) に発掘調査が行われており、

焚口と焼成室７室からなる全長 22m の階段状連房

式登窯が検出された。各室のしきりにトンバイが用

いられる。肥前系磁器の碗・皿・蓋や高取系陶器の

碗などが出土しているが、出土品の大半は窯道具で

ある。

平成 2 年 (1990) に市史跡に指定され、覆屋がか

けられた上で保存されている。

筑前 16 　能古焼窯跡

窯跡位置図　『福岡西部』（1/25,000）

窯跡遠景

窯跡近景
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能古焼窯跡実測図（１/150）
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所在地：福岡市早良区西新 5 丁目

経　営：福岡藩

焼物名：高取焼

年　代：享保元年 (1716) 〜明治４年 (1871)

現　況：宅地

享保元年 (1716) に開窯した。明治４年 (1871) の

廃藩置県まで続き、高取焼の諸窯のなかでは一番

操業期間が長く、150 年の歴史がある。文化 13 年

（1816）に描かれた見取図から、焼成室８室からな

る全長 24 ｍの規模であったことがわかる。藩窯で

あり、茶入・碗・水指・香炉といった茶陶のほか生

活全般にわたる多種多様な器種を焼き、贈答用の置

物もみられる。文政６年 (1823) 以降、「高」銘が義

務付けられ、藤巴の印文もある。

窯は博多湾沿岸の標高約 21 ｍの独立丘陵に位置

するが、宅地化しており窯跡は確認されず、陶片や

窯道具が採取されるのみである。北に近隣する西新

町遺跡から福岡県教育委員会による発掘調査で窯道

具が多量に出土しており、東皿山窯に関係するもの

と考えられる。

筑前 22　東皿山窯跡

窯跡位置図　『福岡西南部』（1/25,000）

窯跡近景
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所在地：福岡市早良区高取 2 丁目

経　営：藩窯→民窯

焼物名：高取焼

年　代：寛保元年 (1741) 〜

現　況：宅地

西新窯ともいい、寛保元年 (1741) に開窯した。

東皿山窯が茶陶を主とする御用窯だったのに対し

て、本窯では日常製品を焼いており、殖産興業的側

面が強い。東皿山窯が大破した際には御用品を焼い

ていたとされる。『近国焼物山大概書上帳』には「西

町皿山　窯二登　此数参拾間」とあり、200 人に及

ぶ陶業者が従事し、御道具焼物師として知行を受け

ていた。廃藩置県後には民間窯として存続し、現在

は亀井味楽窯が操業を続け、登窯１基が保存されて

いる。

博多湾沿岸の独立丘陵である紅葉山の北麓に位置

する。周辺は大規模に開発され、旧地形が大きく損

なわれている。

平成 17 年 (2005) の福岡市教育委員会による発

掘調査（藤崎遺跡 35 次）で、物原を掘削した整地

面が確認され、多量の陶器が出土した。碗・皿・鉢・

瓶・徳利・仏具・灯明皿・甕等、日用雑器が主であ

るが、高級食器も少量ながら出土した。文政 11 年

(1828)や天保９年(1838)の年号を刻むものもあり、

当地点については 19 世紀前半に位置付けられる。

筑前 23　西皿山窯跡

窯跡位置図　『福岡西南部』（1/25,000）

窯跡遠景

窯跡近景
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所在地：福岡市南区皿山

経　営：

焼物名：野間焼

年　代：安政２年 (1855) 〜明和３年 (1870)

現　況：宅地・神社境内

福岡藩の殖産興業政策に基づき、安政３年 (1856)

年には京都の陶工であった佐々木与三らを招致し、

陶土を柳河内で採集し、野間皿山に開窯した。明治

８年 (1875)、京都から須恵に来た名工の澤田舜山

を招致し、傾きかけた窯を立て直した。京焼に似た

土瓶・急須・茶碗などの日用雑器や汽車土瓶は需要

が大きく、生産が拡大した。

しかし、生活様式の変化に伴い規模が縮小し、近

年まで存続したものの現在は操業されていない。窯

跡は複数箇所にわたるとされるが、トンバイによる

窯壁が残る地点を確認した。また山王神社は陶工が

大山昨神と火産霊神を京都から勧請して建てたもの

であるが、境内で筑前野間焼の銘がある縁起物の土

鈴やトンバイ等が採取され、窯の存在が想定された。

なお、澤田舜山の墓は野間窯から近い南区野間２

丁目の野間墓地にある。

筑前 27　野間焼窯跡

窯跡位置図　『福岡南部』（1/25,000）

窯跡現況（窯壁残存地）

窯跡現況（山王神社）

澤田舜山の墓
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野間焼窯跡出土遺物実測図（１/ ３）

野間焼窯跡出土遺物

陶

陶

陶

陶

陶

陶

0 10 cm

九州歴史資料館所蔵
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所在地：糟屋郡須恵町大字上須恵字東原（皿山）

経　営：藩窯（福岡藩）→民窯

焼物名：須恵焼

年　代：宝暦年間（1751 〜 64）〜明治 35 年（1902）

現　況：3 基現地保存

備　考：町 290154 として周知化

福岡藩寺社司の下吏、新藤安平が須恵村金山間堀

で白土を発見し、焼き物に詳しいものを肥前南川

原山で陶法の指導を受けさせて始まったとされる。

福岡藩より皿山奉行所が置かれるが、文政 12 年

(1829) に藩の保護が中断した。安政７年 (1860) ま

では民窯へ移行するが、その後、明治 3 年 (1870)

までは再度藩窯となり、皿山奉行が設置された。廃

藩後は井上伊作・松永吉蔵・金森嘉助により引き継

がれる。明治 20 年（1887）には株式会社が組織され、

金錆焼を製作する。明治 30 年 (1897) 頃数年の間、

朝倉郡甘木の玉ノ井騰一郎、藩窯を再興し金錆釉の

雑器を製造するが、明治 35 年 (1902) には終焉し

たかとみられる。

窯は若杉山の南西山麓に位置する。幅が広く長大

な窯が残り、上層には 7 室からなる明治期の窯が築

かれた窯が残る。

筑前国続風土記附録（平岡本）須惠皿山陶器所の

図では、本窯、試験窯、陶器所のほかに薪小屋、水

簸施設、瓦葺建物（製品を保管する蔵と想定される）、

一宇一石塔（創始者新藤安平の 50 回忌を供養して

孫が建立）、その他建物（付属施設や工人の住居）

等が描かれる。

本窯跡は、昭和 56 年 (1981) に県指定史跡に、ま

た町指定有形文化財（工芸品）として「釈迦像台座」・

「花立（仏花器）(1978 年 4 月 1 日指定 ) / 「染付鉢」・

「御酒器徳利」2 点・「御供鉢」(1982 年 4 月 1 日指

定 ) / 「金錆染付山水文花生」・「金錆染付酒注」(2005

年 7 月 19 日指定 ) が指定されている。

筑前 29　須恵焼窯跡［福岡藩磁器御用窯跡］

窯跡位置図　『篠栗』（1/25,000）

須恵陶器所圖（筑前国続風土記附録 平岡本）
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須恵焼窯跡遺構配置図（１/800）
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窯跡現況（近景）

所在地：糟屋郡須恵町大字上須恵字東原（皿山）

経　営：福岡藩

焼物名：須恵焼

年　代：江戸時代

現　況：山林

備　考：町 290161 として周知化

「役所畑」の地名が残り、隣接する村山家は「新窯」

の屋号を持つ。筑前国続風土記附録（平岡本）須惠

皿山陶器所の図では「平原陶丘」と記載がある。

若杉山から西に延びる丘陵裾にあり、福岡藩磁器

御用窯から皿山川を挟む対岸に位置する。西斜面が

幅広い段々に造成されており、福岡藩磁器御用窯と

類する構造とみられる。西に隣接地する平坦地には

水碓が残る。

周辺には焼き損じた磁器や窯道具が散布する。採

集した窯道具のタコハマやトチンには、「役」「山井」

の字が陰刻されていた。

筑前 30　役所畑新窯跡

窯跡位置図　『篠栗』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）
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役所畑窯跡遺物実測図（１/ ３・１/ ４）
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九州歴史資料館所蔵
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筑前 31　宇美障子岳窯跡
所在地：糟屋郡宇美町障子岳

経　営：民窯

焼物名：須恵焼

年　代：明治期

現　況：山林

三郡山系から西に長く延びた丘陵の裾（標高約 80

ｍ）に位置する。昭和 56 年 (1981) の宇美町歴史

民俗資料館の踏査により磁器（碗・皿）片や窯道具

が表採され、同館に所蔵されている。明治期の須恵

焼と共通する特徴をもつ。この地は須恵焼きの登窯

に使うための薪山として安永３年 (1774) に藩から

認められたとされており、須恵焼との関係が深い地

域であった。

窯跡現況（遠景）

窯跡位置図　『篠栗』（1/25,000）
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筑前 32　中野上の原窯跡
所在地：朝倉郡東峰村小石原字中野（皿山）

経　営：

焼物名：小石原焼・中野焼

年　代：天和 2 年 (1682) 〜享保 7 年 (1722)

現　況：現地保存

備　考：村 80、県 550052 として周知化

『筑前国続風土記』の記述に、天和 2 年 (1682) に

伊万里から陶工を小石原中野に呼び磁器を焼成した

とある。昭和 62 年 (1987) から平成元年 (1989) に

小石原村教育委員会（現．東峰村教育委員会）によ

り行われた中野上の原窯の発掘調査で多量の磁器が

出土し、記録を裏付ける形となった。

窯は残存長 38.7m の階段状連房式登窯（推定全長：

45 ｍ程）で、焚口のほか燃焼室 10 室が検出された。

出土遺物は陶器の他に白磁、染付、色絵がある。陶

器は碗・皿・鉢が大部分を占め、他に坏・壺・甕・瓶・

水注・香炉・仏飯具・すり鉢・陶管等がある。窯道

具にはサヤ鉢、トチン、ハマ、チャツ、シノ（ナン

キン）が見られる。特に享保 7 年 (1722) 紀年銘の

ある陶管が出土しており、閉窯時期を考える資料と

なっている。

窯跡位置図　『小石原』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）

窯跡現況（近景）

窯跡（調査時）
東峰村教育委員会提供
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中野上の原窯跡実測図（１/150）
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所在地：朝倉郡東峰村小石原字中野（皿山）

経　営：

焼物名：小石原焼

年　代：〔1 号窯〕18 世紀前半〜中頃

〔2 号窯〕1 号窯より僅かに先行するか。

現　況：山林

備　考：〔1 号窯〕村 77、県 550053 として周知化

〔2 号窯〕村 78、県 550054 として周知化

中野上の原窯の西に谷を挟んで位置する。１号窯

と２号窯は小さい谷を挟み南北に築かれる。小石原

村教育委員会（現．東峰村教育委員会）により、1

号窯は平成 5 年 (1993)、2 号窯は平成 7 年 (1995)

に調査が行われた。

〔１号窯〕

胴木間と 10 の焼成室からなる全長約 42m の階

段状連房式登窯。各室の奥壁には 2 〜 3 段のトン

バイが残る。出土品は皿・碗・鉢・すり鉢・仏飯具

等で、中野上の原窯の製品に近似する。しかし磁器

が含まれないことから、中野上の原窯で磁器焼成を

止めてから操業されたものと想定される。

〔２号窯〕

昭和 30 年 (1955) 頃に掘られた目砂採りにより、

窯の大半は削平される。京焼風の陶器碗の出土が知

られる。

筑前 33　火口谷窯跡
所在地：朝倉郡東峰村小石原字中野（皿山）

経　営：

焼物名：小石原焼

年　代：〔1 号窯〕18 世紀前半〜中頃

〔2 号窯〕1 号窯より僅かに先行するか。

現　況：山林

備　考：〔1 号窯〕村 77、県 550053 として周知化

〔2 号窯〕村 78、県 550054 として周知化

中野上の原窯の西に谷を挟んで位置する。１号窯

と２号窯は小さい谷を挟み南北に築かれる。小石原

村教育委員会（現．東峰村教育委員会）により、1

号窯は平成 5 年 (1993)、2 号窯は平成 7 年 (1995)

に調査が行われた。

〔１号窯〕

胴木間と 10 の焼成室からなる全長約 42m の階

段状連房式登窯。各室の奥壁には 2 〜 3 段のトン

バイが残る。出土品は皿・碗・鉢・すり鉢・仏飯具

等で、中野上の原窯の製品に近似する。しかし磁器

が含まれないことから、中野上の原窯で磁器焼成を

止めてから操業されたものと想定される。

〔２号窯〕

昭和 30 年 (1955) 頃に掘られた目砂採りにより、

窯の大半は削平される。京焼風の陶器碗の出土が知

られる。

窯跡位置図　『小石原』（1/25,000）

窯跡現況（近景）

窯跡（調査時）
東峰村教育委員会提供
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火口谷１号窯跡実測図（１/200）
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所在地：朝倉郡東峰村小石原字中野（皿山）

経　営：民窯

焼物名：小石原焼

年　代：19 世紀代か

現　況：宅地

備　考：村 68、県 550056 として周知化

旧下組窯に近い丘陵西斜面に位置する。個人宅地

内にあり、聞き取りにより窯は横壁・天井にトンバ

イを使用したとされる。今回の調査では、小石原村

誌に記述される位置や大明神が祀られる周辺を踏査

したが、窯道具が散布する状況は確認されるものの、

窯本体に関する情報は得られなかった。

筑前 34　大明神窯跡

窯跡位置図　『小石原』（1/25,000）

窯跡推定地（近景）

窯跡推定地（近景）



― 86 ―

所在地：朝倉郡東峰村小石原字中野（皿山）　

経　営：民窯

焼物名：小石原焼

年　代：〔旧下組〕〜昭和 36 年 (1961)

　　　　〔旧上組〕〜昭和 32 年 (1957)

現　況：〔旧下組〕倉庫・畑地

　　　　〔旧上組〕窯

備　考：〔旧下組〕県：550055・村 59

　　　　〔旧上組〕県：550057・村 73

開窯年代は不明だが、かなり古くから操業してい

たと考えられる。上の原窯等が位置する谷を挟み対

峙する位置にある。いずれも焼成室４室からなり、

それぞれ４軒で管理運営された共同窯である。昭和

30 年代まで使用されていた。

〔旧下組〕倉庫や畑地となり、窯跡は確認できない。

〔旧上組〕現在、個人宅に窯があった。

筑前 35　旧下組窯跡
筑前 36　旧上組窯跡

窯跡位置図　『小石原』（1/25,000）

旧下組窯　小石原村誌

旧上組窯　小石原村誌旧下組窯跡現況（近景）
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所在地：朝倉郡東峰村小石原字中野（皿山）　

経　営：民窯

焼物名：小石原焼

年　代：18 世紀前半か

現　況：宅地

備　考：村 72

旧下組窯や大明神窯が位置する丘陵に南接する斜

面に位置する。平成 6 年 (1994)6 月合併浄化槽建

設中に大量の陶片が出土した。現在の宅地部分に窯

があったかと考えられ、現状で窯体に関する情報は

得られない。出土品は陶器が多く、火口谷窯と同時

期に位置づけられる可能性がある。

筑前 37　池の谷窯跡

窯跡位置図　『小石原』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）

窯跡現況（近景）
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池の谷窯跡出土遺物実測図（１/ ３）
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東峰村教育委員会所蔵



― 89 ―

所在地：朝倉郡東峰村小石原字中野 ( 皿山 )

経　営：民窯

焼物名：小石原焼

年　代：18 世紀〜幕末

現　況：神社・山林

備　考：村 54 〜 56、県 550058 〜 550060 とし

て周知化

旧下組窯や大明神窯が位置する丘陵の北側に小さ

い谷を挟んで位置し、窯跡が集中する皿山地区の北

端にあたる。丘陵頂部には火の神を祭神とする金敷

大明神が祀られている。

３基の窯が約 50m 間隔で位置するとされ、一番

北側の３号窯の確認調査が平成５年 (1993) 度に小

石原村教育委員会（現．東峰村教育委員会）により

行われている。４室の焼成室をもつ全長約 15m の

連房式登窯が検出されている。物原は形成されてお

らず出土品の量は少ないが、陶器の碗・皿・鉢や窯

道具が含まれる。

１・２号窯は藪となっており、踏査で陶片の散布

は確認できるものの窯跡は特定できなかったが、か

つて採集された陶片が東峰村教育委員会に保管され

ている。

筑前 38　金敷様裏窯跡

窯跡位置図　『小石原』（1/25,000）

窯跡現況（遠景）

３号窯跡現況（近景）
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金敷様裏３号窯跡実測図（1/300）
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金敷様裏２号窯跡出土遺物実測図（1/3） 東峰村教育委員会所蔵
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